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令和８年度　第１回　宇和島市環境審議会　議事概要 

 

開 催 日 時：令和８年９月４日（金）10：00 ～12：00 

開 催 場 所：宇和島市役所２階　201 会議室 

出 席 者：【別添一覧表】のとおり（傍聴者なし） 

審 議 事 項：「第２次宇和島市環境基本計画」及び「宇和島市地域エネル

ギービジョン」の策定について 

議 事 概 要：以下のとおり 

 

 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

・事務局による開会の宣言後、委員 11名（委員の過半数）の出席により、

審議会が有効に成立していることを報告。 

・市長あいさつ。（※市長はその後退席） 

・事務局より審議会の概要説明と出席者の紹介。 

・川上委員からの推薦により、宮本委員を会長に選任提案。異議なし。 

・宮本会長あいさつ 

・宮本会長指名により川上委員が会長代理委員に就任。 

・事務局より議事録を市ホームページ上で公開することを説明。 

・宮本会長を議長として、議事進行。 

 

《 審議 》 第２次宇和島市環境基本計画の策定について 

・宇和島市環境基本計画策定の作成について、資料をもとに説明。 

・委員からの質疑、意見陳述。 

 計画期間について

 
Ａ委員

計画期間を８年間とし、必要に応じて中間見直しを行うことに意見

はないか。

 各委員 異議なし。

 

 計画策定に係る財源について

 Ａ委員 計画策定に関し、財源はあるのか。

 
事務局

　財源は市の一般財源である。なお、計画に定める個別の施策を進め

ていく際に有利な財源があれば積極的に活用したいと考えている。

 

 現行計画について

 
Ｂ委員

　現行計画の反省点や取りこぼしたことなどはないか。また市民への

報告はどのように行うのか。

 
事務局

　現行計画の目標年度が本年度のため、最終的な評価は行っていな

い。市民への報告は市のホームページに公開して行う予定である。
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・宇和島市地域エネルギービジョン策定について、資料をもとに説明。 

・委員からの質疑、意見陳述。 

 

 中間見直しのタイミングについて

 
Ｂ委員

　中間見直しを行う場合は 2030 年が適当な時期だと思うが、考えは

あるか。

 
事務局

　社会情勢の変化に応じて、中間見直しを検討することとしている

が、2030 年が節目であることは意識している。

 

 現行計画の基本方針について

 
Ｂ委員

　現行計画の基本方針のうち、「自然環境の継承」と「地球環境の保

全」の違いについて説明してほしい。

 

事務局

　分け方として、カーボンニュートラルは「地球環境の保全」に、ネ

イチャーポジティブは「自然環境の継承」に含まれる内容である。今

後の協議では、時代の流れに沿った表現に更新した骨子案を示した

い。

 

 受託事業者について

 Ｂ委員 　受託事業者の実績を教えてほしい。

 
事務局

　他自治体の環境基本計画を策定した実績のある業者の中から選定

した。

 Ａ委員 　選定における透明性は。

 事務局 　庁内プロポーザル審査により候補者を特定した。

 Ａ委員 　プロポーザル審査には何社応募したのか。

 事務局 　９社。

 

 計画の策定について

 
Ｃ委員

環境に対して関心や興味がない人が多く、啓発し、更に行動に繋が

るかが要だと思う。そのような視点で策定してほしい。

 事務局 　市民にわかりやすく、取り組みやすい計画にしたい。

 計画策定に係る財源について

 Ａ委員 ビジョン策定については、基本的に市の財源を使わないのか。

 事務局 国の補助事業を活用し、補助率は 10/10 である。

 

 市内の再エネ活用事例について

 
Ａ委員

祓川温泉では薪を利用しているとのことであるが、津島やすらぎの

里（熱田温泉）でも薪を利用しているのか。
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 事務局 利用していない。

 

 計画の範囲について

 
Ｂ委員

宇和島市地域エネルギービジョンの「地域」とは、特定の地域を指

すのか。

 

事務局

市内全域を対象としている。なお、地域課題やその地域に眠ってい

るエネルギーの種類に応じて、地域ごとに利活用の方法が整理される

ことを想定している。

 

 環境基本計画との関連性

 Ｂ委員 環境基本計画と連携した計画になるのか。

 事務局 環境基本計画と整合の取れた計画となる。

 

 地域エネルギービジョン策定に係る観点について

 
Ｂ委員

「新たな技術開発・再エネ関連産業の振興」とは、どのように捉え

るべきか。

 
事務局

市内で新たな開発や外部技術の取り込みによる再エネ関連産業が

振興することに期待するなど、といった計画策定に係る概念である。

 

 計画への地域特性の反映について

 
Ｂ委員

陸域に限定したエネルギーにならないよう、海洋も利用した宇和島

らしい計画としてほしい。

 
事務局

洋上風力などの可能性についても、専門家の意見を踏まえながら検

討を行い、ビジョンへの掲載可否を判断していきたい。

 

 ロードマップの作成について

 Ｄ委員 具体的なロードマップの作成を望む。

 事務局 地域ごとにポテンシャルを示せるように作成したい。

 Ｄ委員 細かいポテンシャル調査を望む。

 事務局 承知した。

 

 アンケート調査について

 Ａ委員 　市民アンケートと事業者アンケートの数は。

 
事務局

　市民アンケートは 1,500 人、事業者アンケートは 150 社を予定し

ている。

 Ａ委員 　回収率はどれくらいを見込んでいるのか。

 事務局 　40%程度を目標として想定している。
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・その他全体を通して、委員からの質疑、意見陳述。 

 

・環境基本計画及び地域エネルギービジョンの策定の方向性や実施体制、

スケジュールについて確認。異議なし。 

・事務局による閉会の宣言。散会。

 審議会について

 Ｂ委員 　次回の審議会では、委託業者も参加してほしい。

 事務局 　次回は委託業者も同席予定である。


